
　令和７年度　学校評価書（自己評価・学校関係者評価）　 山形南高等学校

達成度　　Ａ：達成できた（８割以上）　　Ｂ：ほぼ達成できた（６～７割）　　Ｃ：あまり達成できなかった（４～５割）　　Ｄ：達成できなかった（３割以下）　　

学校関係者評価

NO 項目 重点目標 具体的方策・指標・基準等 達成状況 達成度 成果○と課題● 意見・要望・評価

①コミュニケーションを大切にした学
校経営を推進するとともに、生徒理解
を基底に据えた教育活動を展開する。

○面接週間を設定し、生徒とのコミュニケーションを図り、生徒理解を深める。（教務、１
年、２年、３年）

・1・２年は3回、3年は1回の面談を実施した。（教務）
・面接週間を中心に適宜個別面談を行った。（１年、３年）
・担任と面談のほかに教科担当者との面談の機会を設け、それをきっかけに生
活面とともに学習面での相談をする姿が見られるようになった。（２年）

Ａ

〇面談を通じ、生徒の学習・生活状況などを把握し生徒理解に努め、クラス担任
より助言等を行った。（教務）
〇相談する窓口が複数になり、相談できる内容も増やすことができた。(２年)

②グローバル化やデジタル社会の進展
など社会の変化に伴う学校の体制整備
と対応の万全を図る。

○他教科の実践や一人１台端末を活用した授業を参観することで教員のICT活用能力を高め
る。（教務）
○２年次の研修旅行の行き先が海外（台湾）となるため、必要なサポートをする。（総合企
画）
○DXハイスクールの計画に基づき、各デバイスの有益な活用の仕方を検証していく。（総合企
画）

・ICT機器の各授業での積極的活用や各種アンケート集計等での利用を行った。
（教務）
・今年度も台湾への研修旅行(２回目)を成功裏に終えることができた。（総
企）
・各デバイスのベースとなるZero1lab（協調型学習用教室）について、LL教室
を改修することで整備できた。（総企）

Ｂ

〇ICT機器の積極的活用が増えている。（教務）
●台湾留学センターとの連携をより密にしていく。（総企）
●各機材の具体的な活用方法を理数科だけでなく普通科にも広げていく。（総
企）

③「校是」、「教育目標」及び「ス
クール・ポリシー」に基づく教育を実
践し生徒個々の「南高力」を育成する
とともに、ＰＴＡや後援会、同窓会等
との連携を図りながら学校の活性化を
図る。

○保護者と協同してＰＴＡ広報紙を発行したり、保護者のＰＴＡ行事への積極的参加を促すな
ど、保護者との連携を推進する。(総務)
○同窓会事務局との情報共有に努める。(総務)
○スクール・ポリシーにも組み込まれている９つの「南高力」について検証し、学校教育にお
ける活動と評価につながるよう促す。（総合企画）

・ＰＴＡ広報誌「南高だより」は、ＰＴＡの担当者と連携を取り合い編集会議
も行うなど予定通り年2回発行できた。ＰＴＡ行事も予定通り行われ、総会の出
席率も昨年度は６割程度だったが今年度は７割を超え保護者との連携を図るこ
とができた。（総務）
・南高力を従来の９つから５つにまとめ、より広く理解してもらいやすく改定
することができた。（総企）

Ｂ

●ＰＴＡ活動の機会が減少していたり働き方改革もあり、今後のＰＴＡ活動の在
り方について検討していく必要がある。（総務）
●新しい南高力を広報することにより広く理解してもらう。（総企）

④生徒の「ウェルビーイング」が高ま
る「学び」や「指導」のあり方を研究
していくとともに、教師の「ウェル
ビーイング」に繋がる「働き方改革」
の取組みを推進していく。

○校務支援システムを活用し、教員の校務軽減に努める。（教務） ・e教務を活用し、出欠の管理・成績処理、諸証明書作成等を行った。（教務）

Ｂ

〇●作業の効率化につなげることができた部分と正確さが求められるため、デー
タの点検等が必要なところもありスムーズにいかない部分があった。（教務）

⑤主体的に学習に取り組む態度を育成
し、授業第一主義及びタイムマネジメ
ントを徹底させながら、学力の向上を
図る。

○行事予定を提示し、計画的に学習に取り組めるようにする。（教務）
○教科ごとに校内研究授業を実施し、生徒の学習意欲向上や主体的に学習に取り組む姿勢の醸
成について研究する。（教務）
○授業第一主義及びタイムマネジメントを徹底させながら、主体的に学習に取り組む態度を育
成し、平日は１日150分、休日は１日240分以上の家庭学習時間を習慣化するよう指導する。
（１年）
○授業第一主義を教員・生徒双方で徹底させ、学習時間調査や面談を通してタイムマネジメン
ト力や自己管理能力を育成する。平日150分、休日は270分の勉強時間を確保させる。（２年）
○授業第一主義のもと、タイムマネジメントを徹底させながら、予習、復習、課題に取り組ま
せ、部活動引退後は、平日270分、休日8時間以上の家庭学習時間を習慣化させる。（３年）
○主体的、対話的で深い学びとなる理数探究(課題研究)を通して思考力・判断力を、また発表
を通して表現力を養成する。（理数科）

・授業見学週間を実施した。（教務）
・家庭学習時間の確保が不十分であり、課題の提出率が良くない。集会等で時
間を意識した行動ができるように指導した。（１年）
・学習時間調査、模擬試験の結果を返す際の振り返りなどで実施した。(２年)
・部活動、学校行事を最後までやり切り全体的に９月以降から学習に切り替え
ることができた。図書館や第２多目的教室で学習する生徒が見られた。（３
年）
・予習や課題への取り組みは概ね良かった。授業に臨む姿勢も良好であった。
（理数）

Ｂ

●先生方一人一人の授業改善や教科を超えた学習の情報交換につながるようにし
ていきたい。（教務）
●主体的・自律的に行動しようとする姿勢は見えてきたが、学習時間の確保まで
は繋がっていない。（１年）
〇高い進路目標をもつ生徒たちが出てきて、残って勉強する姿が見られるように
なってきた。このことが他の生徒にとっても良い刺激となって広がりを見せるよ
うになればと考えている。(２年)
○部活動の完全燃焼と南高祭の成功で、受験勉強への切り替えは全体としてはま
ずまずできていたのではないかと思う。（３年）
〇学習習慣が身に付き、進路目標達成に向け努力がみられる生徒が増えた。（理
数）
●予習、復習の家庭学習時間をしっかり確保させ基礎の定着を徹底する。（理
数）

・深い問いのある授
業展開や生徒が深く
学ぶきっかけとなる
課題を研究する。
（理数）

⑥デジタル時代の進展を踏まえ、ＩＣ
Ｔを活用し「個別最適な学び」と「協
働的な学び」を一体的に充実させ、生
徒の可能性を引き出す指導を研究す
る。

○課題探究の実践やICT機器を活用し、新たに求められる資質・能力の育成を図るとともに、
個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けて、授業改善を行う。（教務）
○生徒１人１台端末の個別最適な学び・協働的な学びに関わる利活用をさらに推進していく。
（総合企画）
○生徒が生成AIを活用できるように、ガイドラインなど環境を整備し、深い学びにつなげてい
く（総合企画）
○学習時間調査や成績分析を行い、教科担任、部顧問、家庭との連携を密にし、面談等を通し
た生活実態の把握に努め、効果的な学習について指導を行う。（１年）
○授業のみならず、ICTを使って調査や分析を行うほか、研修旅行のプランニングや総合的な
探究の時間に生成AIなどを使用し、使う切り口を増やしながら個々の学びに反映させていく。
（２年）
○デジタル人材育成のため、DX加速化推進事業を活用して創造的な学びや探究活動の教育環境
整備を進める。（理数科）

・各教科の特性に応じ、様々な場面でICT機器を活用した授業が行われた。（教
務）
・生徒アカウントでもGeminiを使用できるようにガイドラインも策定し、今年
度中に整備することができた。(総企)
・探究時の時間の課題の設定や調べる方法、研修旅行の班ごとのプランニング
の際など生成AIの使用を促し、経験値を作った。(２年)
・授業でChromeBookを使用し調べ学習やスライド発表などICTを活用した。（理
数）
・DXハイスクール推進事業を活用し、DSワークショップ、DXワークショップを
実施した。（理数）
・デジタルセンサーを使用した実験にも取り組み、活用法を研究した。（理
数）

Ｂ

●次年度もさらなる取り組みが期待される。（教務）
〇従来の使い方に加えて、生成AIを活用し、より深い学びにつなげていくことが
できた。(総企)
〇担任面談に加えて主任・副主任面談および教科カウンセリングを実施し学習へ
の意識を高めた。（１年）
●経験のある生徒とない生徒の間に差が出てきた。また、使うべき場面、使って
はいけない場面など、こちらも研修の必要性がある。手探りの中の指導が続いて
いる。(２年)
〇研究過程、成果発表を通し、思考力・判断力・表現力を高めることができた。
研究発表を重ねるごとにスライドの工夫や質疑応答の活発化を感じることができ
た。（理数）
〇DXに対する興味関心を高められた。またVRゴーグルやデジタル顕微鏡、デジタ
ルセンサーなどに触れ、その活用の基礎を学んだ。（理数）

・授業やワーク
ショップで学んだ内
容を自分の課題研究
に活かせるよう、DX
教育環境を整える。
（理数）

⑦文章や情報を正確に読み解く力を養
うとともに主体的、対話的で深い学び
を通した思考力・判断力・表現力を養
成する。さらに、課題を発見し解決す
るための探究する力を育成する。

○研究授業や授業見学週間などを通じ、授業改善と指導法の研究を進めるとともに、主体的・
対話的で深い学びとなる指導の在り方を研究していく。（教務）
○校内読書感想文コンクールや総合探究の時間にビブリオバトルを行い、読書量の増加と表現
力の向上を図る。（教務）
○総合的な探究の時間の運営をサポートしながらセミナーや発表活動の機会を設定する。（総
合企画）
○収集した情報を比較検討しながら読み解く力を養成し、探究的な学びに対する主体的・対話
的な学びを継続的に促しながら「南高力」を育成する。（総合企画）
○大学入学共通テストを見据えて、文章や情報を正確に読み解く力を高め、国語・数学の記述
力および英語の四技能を意識した授業を実践する。（１年）
○大学入学共通テストを見据え、さまざまな形の文章を早く、正確に読む力を育成するため、
朝学習、総合的な探究の時間をはじめとするさまざまな学びの活動の中に入れていく。（２
年）
○大学入学共通テストを見据えて文章や情報を正確に速く読み解く力を養う。そのために主体
的・自律的な学習に励む態度を育成する。（３年）
○「授業第一主義」の趣旨である予習を前提とした深い問いのある授業展開を実践し、授業の
中で考え学ぶ姿勢を確立させる。（理数科）

・他教科も含めて見学できるよう研究授業や授業見学週間を実施した。（教
務）
・図書館だより等の広報活動・学級文庫の設置や読書感想文コンクール、ビブ
リオバトルを行い、読書への動機づけを行った。（教務）
・校内での探究活動及び発表については一人一人の取り組む質も上がってきて
いる。(総企)
・大学入試を意識した記述式や四技能を取り入れた授業を実践した。（１年）
・文章を読む場面をさまざまな活動の中で設けてきた。来年度も継続してい
き、その速度や質の向上に努めていきたい。(２年)
・3年になり大学受験を意識して主体的に学習に取り組み始めた。2学期からは
共通テスト対策を行い文章や情報を速く正確に理解できるように取り組んだ。
（３年）
・２年生理数探究中間発表会や校内最終発表会を実施し、レポートのまとめや
スライド発表を行った。また山形県探究学習課題研究発表会に参加し、他校生
徒や専門の先生方との交流ができた。（理数）

Ｂ

●研究授業や授業見学を積極的に活用できる体制をとっていく。（教務）
〇読書感想文・感想画ともに校外コンクールで複数の県優秀賞以上の入賞があっ
た。読書量の増加について様々な試みを行ったが、貸出冊数は昨年並みとなっ
た。普段の図書館の利用については多数利用されている。（教務）
●今年度は上位コンテストにチャレンジすることができなかった。(総企)
〇模擬試験で成果が表れてきている。（１年）
●図書館利用者は増加しているが、本の貸し出しまでは至っていない。本の持つ
豊かな世界に触れる機会を今後も継続して増やしていく必要がある。(２年)
◯共通テストでは日頃から取り組んできた学習の成果が出せたと思う。（３年）
〇科学レポートのまとめ方を身につけたり、発表の工夫や対話的で研究内容を深
化させる質疑応答ができた。（理数）
〇実験を通して仲間と議論し合い、協力して研究成果をまとめることができた。
（理数）
●説明不足や図表の工夫など、読んで理解してもらえるレポートにするには改善
の余地がある。（理数）

・研究内容の充実を
図り、校外での発表
会に参加できるよう
サポートする。（理
数）
・一部の課題を提出
しない生徒、自己中
心的な学習になって
いる生徒への声がけ
や指導を行う。（３
年）

⑧「総合的な探究の時間」及び「理数
探究」の課題探究実践、観点別評価に
ついての研究をさらに深める。また、
個々の教師が身に付けた知識・技能に
加え、求められる知識・技能が変わっ
ていくことを意識し、継続的に新しい
知識・技能を学び続けていく姿勢を保
つ。

○各教科で前年度の評価結果を検証し、観点別評価が、生徒の学習改善及び教師の指導改善に
つながるようにしていく。（教務）
○「総合的な探究の時間」の運営やサポートのあり方について教員が学ぶ機会についての情報
を提供しつつ、年度末に校内研修会を設ける。（総合企画）
○１年次の「総合的な探究の時間」に、次年度に向けた理数探究入門講座を実施し、探究の基
礎を指導する方法を確立する。またデータ収集や分析などにデジタル測定機器やICTを活用さ
せられるよう指導研究を行う。（理数科）
○筑波研究学園都市研修を１年生対象に実施し、先端科学技術に触れさせる。（理数科）

・各教科でこれまで実施した観点別評価について情報を共有し、より良い評価
になるように努めた。（教務）
・今後は生成AIが探究活動において果たす役割も大きいと考えられるが、そこ
に向けて教員向けのセミナーを実施計画することができた（現時点では未開
催）。(総企)
・理数科1年生は総合的な探究の時間を利用し、理数探究準備講座を21回実施し
た。（理数）
・理数科1年生を対象に筑波研究学園都市研究を8月に実施した。（理数）

Ｂ

●生徒の成長につながるよう今後も観点別評価の理解と実施の工夫を継続してい
く。（教務）
〇継続的なサポートが不可欠である。(総企)
〇課題研究の進め方や実験の基礎を学んだ。（理数）
〇先端科学技術に触れさせ興味関心を高めることができた。実物を見、生で説明
を聞くことは生徒に大きな感動を与える。これがきっかけで自然科学への関心が
一層高まった生徒が多い。（理数）
●研究テーマ設定にあたり、解決すべき課題を見出す力が不十分である。（理
数）
●研究活動の流れや実験計画、リソースの活用など丁寧に指導していく必要があ
る。（理数）

・1年次の総合的な
探究の時間を活用し
探究活動のスキル
アップを目指す。
（理数）

次年度
の課題

1

学
校
経
営

2

学
習
指
導

・現在、山形県への外国人訪
問客の半数以上が台湾からで
あり、交流は非常に有意義。
現地は中国語圏だが大学生と
の会話は英語が中心となるた
め、実戦的な英語教育の場と
して今後も継続してほしい。

・プリント類が家庭に届かな
いことも多いため、既存の連
絡アプリ（さくら連絡網）や
SNS等をより積極的に活用し、
保護者に対して学校の実態を
より積極的に発信してほし
い。

自　　己　　評　　価



⑨確かな学力の育成を基盤としなが
ら、情報化・グローバル化など変化の
激しい時代に求められる資質・能力を
育成する。

○変化の激しい時代における社会課題を総合的な探究の時間を通して考えさせながら、生徒１
人１台端末によるGoogle Workspace活用のスキルを高めつつ、グローバル化についてより深い
思考を促す。（総合企画）
○総合的な探究の時間や、あらゆる教育活動を通して、次代のリーダーに求められるグローバ
ルな視点とコミュニケーション能力を養う。（１年）
○総合的な探究の時間や、教科指導の中で、多様な学びの活動を取り入れ、調べ学習、情報の
選別、発表、対話を通し、変化に対応し、他者とともに学ぶリーダーシップを涵養する。（２
年）
○山形大学理学部との連携協力をお願いし、実験講座を１・２年生対象に実施する。また、
１,２年生を対象に、研究室訪問、施設見学会を実施する。（理数科）

・一人一台端末の活用については、主に探究活動を通じて活用することは当然
のこととなっており、結果として生徒たちのICTの活用スキルは非常に高いと
いってよい。グローバル化についての意識の高まりは、１年生のグローバルス
タティプログラムへの高い参加率に表れている。(総企)
・総合的な探究の時間の活動を通し、調べ学習・アンケートや調査、インタ
ビューなどさまざまな場面で協働的な活動を実施し、切磋琢磨しながらスキル
アップを図ることができた。(２年)
・山形大学理学部での高大連携実験講座を理数科１年生は３回（物理・化学・
生物分野）、理数科２年生は２回（化学・物理/生物）実施した。（理数）

Ｂ

●情報モラル教育から一歩進んで、これからのデジタル時代を生きる生徒にデジ
タル・シチズンシップの観点からの意識づけが必要である。(総企)
〇ＧＳＰに１１１人が参加し、グローバルな視点と考え方を体験してくる予定。
（１年）
〇chromebookの使い方に後れをとっていた生徒も一連のタスクや調べものが一通
りできるようになり、現代のリーダーとしてのスキルを身につけ始めた。今後、
使い方の幅を広げていきたい。(２年)
〇実験することの意義や条件設定の重要性など課題研究につながるポイントを学
ばせることができた。（理数）

⑩広い視野と高い志を育成し、国公立
大学や難関大学への挑戦意欲を喚起し
ながら、生徒一人一人の自己実現に向
けたキャリア教育を推進する。

○個々の進路目標に沿った指導を行い、国公立大合格160名以上、難関大学・医学部医学科合
格20名以上を目指す。(進路)
○大学入学共通テストにおいては、1000点満点中660点以上の平均点獲得を目指す。（進路）
○「1年職業講話」「各学年進路講演会」などを実施し、意識の高揚に努める。(進路)
○希望者に対し、「医師体験」「看護師体験」「理学療法士・作業療法士体験」などに積極的
に参加させる。(進路)
○総合的な探究の時間において「社会と自分との関り」について考えを深めさせることで、将
来の進路やキャリアについて自分の興味関心や特性を活かしながらより幅広く考えられるよう
にする。（総合企画）
○オープンキャンパスへの参加や進路研究などにより生徒のキャリアを育成し、将来どのよう
に社会に貢献したいか考えさせる。（１年）
○二者面談、オープンキャンパスへの参加、HRでのキャリア学習を通して、高い進路目標をも
ち、上位者指導を通して粘り強く挑戦し続ける学習リーダーを核とした集団を作る。（２年）
○新課程による大学入試に対応できるようにするために、総合的な探究の時間等を活用し、生
徒の進路意識を高めさせる。（３年）
○外部模試により学習状況を分析し生徒の志望や学力を確認し、個別面談や三者面談を実施し
て、志望校合格へ向けた学習計画をしっかりと立てさせる。（３年）
○大学や研究機関の研究内容を積極的に紹介したり、見学研修などを実施することで、高い志
をもって社会の課題や自然科学の探究に挑む態度を養成する。（理数科）

・大学入学共通テスト等への研究会等へ参加し情報の収集に努めた。また東
北・山形両大学との「県大学入試研究会」に積極的に参加し、情報を共有し
た。(進路)
・大学入学共通テストにおいて、平均607.9点と目標値には届かなかったが、県
進学校指導重点校では２位と躍進した。（進路）
・県教委主催「医進塾」に２年12名、 １年６名、「小学校教員セミナー」に２
年７名、 １年２名、「難関大セミナー」に２年31名 １年21名が参加した。
（進路）
・「社会と自分との関り」の意識づけについては、本校生徒にとってはまだま
だ改善していかなければならない部分であると認識している。(総企)
・高い意識をもった学習リーダーの集団の集会を重ねることで、自覚をもって
学習にあたる生徒の増加が見られた。(２年)
・総合的な探究の時間を活用し、将来に活かせる情報リテラシーを身につけさ
せることができた。（３年）
・模試ごとに目標を設定させてから試験に取り組ませた。（３年）
・理数科２年生対象に「県工業技術センター研修」、「山形大学理学部訪問」
を実施した。（理数）

Ｂ

〇令和８年度大学入学共通テスト「情報」の３年次での対策が確立し、適切に対
応できた。(進路)
●昨年度大幅易化を受けたものの、予想よりも難化しなかったため、来年度の共
通テスト難化予想に対する対策の準備が必要である。（進路）
●地元大学の魅力について、引き続き発信していく必要がある。（進路）
●前期・後期高校入選及び入選業務により、生徒登校日数が限られ、大学入試目
前での指導に支障をきたしている。同様に１、２年生の学習にも支障をきたして
いる。（進路）
●探究活動においても、自分の問題意識だけでなく、社会とそれがどうかかわっ
ているのか、強く意識させる指導が必要である。(総企)
〇積極的にＯＣへの参加を呼び掛けた。特に東北大ＯＣへの参加は進路意識の高
揚につながった。（１年）
〇市村工務店取締役社長の職業講話やＧＷ中の職業適性診断により職業について
考えることができた。（１年）
〇高い進路目標を大切に持ち続けている。夏には163人の生徒がオープンキャン
パスに親子で参加し、保護者の方々も生徒と足並みをそろえて進路実現に向かう
姿勢が醸成できた。(２年)
●模試後の復習の徹底。復習の仕方を例示したり、期限を示したりして復習を徹
底させる対策。（３年）
〇地元の研究機関が地元産業の発展にどのように貢献しているか、また理学部の
研究分野の特徴や面白さを感じることができた。（理数）

・多様化する入試制
度の情報収集と研究
を進め、個々の生徒
に合った入試制度の
利用について模索す
る。(進路)
・地元大学に限ら
ず、各大学の魅力に
ついて、様々な場や
手段を活用して発信
していく。（進路）

⑪変化する大学入試制度に対応するた
め、大学等と連携を充実し、その情報
を学校全体で共有しながら生徒個々の
進路実現に向けた指導を行う。

○個別面談を通して生徒一人ひとりの進路目標や適性を踏まえ、適切な文系・理系のコース選
択の指導を行う。（１年）
○変化し多様化する大学入試の対応するため、進路課と連携を強め、学年団からも外での研修
会等に積極的に参加し、新しい情報を共有する環境づくりに努める。（２年）
○平常講習等や蔵王学習合宿を実施し、志望校合格に向けた盤石な学力を確立し、最後まで粘
り強く努力する態度を育成する。（３年）
○国公立大学160名以上、難関大学20名以上を目指して、生徒一人一人の自己実現に向けた適
切な進路指導を行う。（３年）

・個別面談により慎重に文理選択を行った。担任団全員で適性や進路希望に
合っているかを確認した。（１年）
・学年団として内部でまた外部で研鑽を重ね、進路課の協力を得ながら情報を
収集した。(２年)
・蔵王学習合宿には７０名が参加し集中して学習に取り組み、受験勉強への良
い切り替えとなった。（３年） Ｂ

●目まぐるしく変化する大学と、入試の方法を絶えずチェックし、漏れや無知を
理由に生徒に不利益が生じないように、気を付けていきたい。(２年)
●難関大添削の希望者は当初に比べ根気強く継続できない者がおり、次第に提出
が減ってしまった。（３年）
〇担任の声がけにより、平常講習・夏期講習とも欠席が目立つ生徒もいたが概ね
集団として受験勉強に向かうことができた。（３年）

⑫自治的な生徒会活動と活発な部活動
を奨励しながら「共通性」を涵養する
とともに、「多様性」の理解も促しな
がら自他を尊重しあう集団づくりを行
う。

○本校部活動方針に基づき、各種大会での上位入賞・全国大会出場（30名以上）を目指す。働
き方改革プランを踏まえ、合理的、効果的、効率的な活動を追求し、学習との調和に努める。
(生徒)
○自主的、積極的な生徒会活動を実践させ、互いに尊重、協力する姿勢と自他の命を大切にす
る心を育てる。(生徒)
○部活動や生徒会活動など、課外活動への積極的参加を促し、自主自律の精神を育てる。（１
年）
○２年後半からは、生徒会執行部を立ち上げ、部活動においても集団を組織し、運営する立場
に立つ。その活動の中で多様な他者と、一つの目標に粘り強く取り組む経験を摘ませ、社会の
リーダーの資質としても重要な豊かな人間性を育む。（２年）
○最高学年として部活動や生徒会活動に積極的に取り組ませることで、情熱や粘り強さを涵養
し、多様性の理解を促しながら自他を尊重し合う集団作りを行う。（３年）
○「我等の心得」に則り、自主自律の精神を養い、南高生としての自覚と誇りを持たせ、社会
生活に資する人材であることを自覚させる。（３年）

・インターハイは、個人種目でテニス、柔道、レスリング、ボクシングが計6
名、JOC全国にレスリング部が7名、全国高校選手権レスリング部は5名、全国高
校グレコ大会にレスリング部11名、国スポにテニス、ボクシング2名、全国高校
7人制ラグビー大会出場、ほかの全国大会はクライミング、ボーリングで2名な
ど合計39名が全国出場。全国文芸コンクールで優良賞（部誌部門）、個人入選
（詩部門、俳句部門）受賞。全国高総文祭には、写真・囲碁が参加。美術部は
まんが甲子園出場、全国囲碁選手権と合わせて12名が出場。（生徒）
・学校祭では3000人を超える一般招待者を迎え、盛大に行うことができた。体
育祭は、熱中症対策をしながら安全に開催できた。各種生徒会行事は、自主的
な活動が行えた。（生徒）
・行事や部活動には積極的に取り組み、自分たちの力でやろうとする姿が見え
た。（１年）
・生徒会長を中心とした組織づくりと公約の実現に向けて活動した。ﾍﾙﾒｯﾄ着用
の促進、生徒会行事の企画・運営など、多様な生徒たちが力を合わせて活動し
ようと努力した。(２年)
・各部のご指導により東北・全国大会へ出場することができ、価値ある経験を
させていただいた。野球の全校応援、南高祭などの学校行事を通して他を尊重
しながら全体が一つになる機会を得ることができた。（３年）
・生徒会執行部を中心に最高学年として１，２年生の手本になる行動をするよ
うに努めた。しかし「我らの心得」を守らない生徒が一部いた。（３年）

Ｂ

○熱中症対策を行いながら南高祭、クラスマッチなどの企画・運営を行い、チー
ム意識を向上させ「誇り」を高め、自主的、積極的な生徒会活動により責任と協
調性が身についた。（生徒）
〇生徒会、各種委員会で、生徒会報「コバルト」を通じて広報しながら自主自立
の活動することができた。（生徒）
●本校の部活動方針のもと、熱心な各部顧問の指導を、より合理的、かつ効果的
に取り組んでいく必要がある。（生徒）
●部活動をやめた生徒の指導。次の部活動、打ち込めるものへつなげる指導と生
活習慣の維持指導。（１年）
●来年度上半期、公約を実現できるように、促し、支えていく必要がある。(２
年)
◯運動部・文化部ともに向上心をもって部活動に取り組んだ。文化部で全国に出
場し新たな実績を残すことができた。（３年）
●生徒自身で「我らの心得」を守る自主性が足りなかった。ルール（マナー）を
守らせる指導（３年）

・地域でのボラン
ティア活動を行って
いる生徒に対しての
指導や広報活動を充
実していく。（生
徒）

⑬学校全体でいじめ防止に取り組むと
ともに、読書やボランティア活動を奨
励し、道徳心や公共心を醸成する。

○図書委員研修や委員による広報活動を行い、図書館利用の促進を図るとともに、読書活動を
促し公共心を育成する。（教務）
○日頃からいじめを訴えやすい学級経営や信頼関係の構築に務め、教師間での情報共有、組織
的な対応を行う。また、生徒及び保護者に対していじめ防止対策の周知を図る。（生徒）
○生徒会や部活動、クラス単位、有志団体でのボランティアに取り組み、地域や社会の中で交
流する場を積極的に設け、奉仕の精神や道徳心を育む。(生徒)
○「我等の心得」に則り、自ら考え、南高生としての自覚と誇りを持ち、責任ある行動がとれ
るよう指導する。（１年）
○小論文指導や総合的な探究の時間に親書をはじめとする本への興味を喚起する機会を設け、
本や対話を通じて寛容な態度を涵養し、他者に対する敬意を醸成していく。（２年）

図書委員による広報活動や学級文庫の設置を行い、読書への動機付けを行っ
た。（教務）
・地元町内会と連携を図り、学校周辺の除雪に、クラス単位取り組んでいる。
（生徒）
・地域でのボランティア活動を行う生徒が増えてきた。（生徒）
・「いじめ・非行をなくそう」スローガンを作成し、本校いじめ防止基本方針
とともに生徒へ周知しながら未然防止を図ることができた。（生徒）
・授業中や集会等で時間厳守や静粛を求める呼びかけを行う生徒が見られた。
（１年）
・ボランティアを経験する生徒が大勢出てきた。(２年)

Ｂ

〇図書委員は公共図書館と連携した事業を行うなど、活発に活動した。日頃の図
書館利用マナーについても申し分なかった。（教務）
〇2学年中心にのサークルボランティア活動を行うことができた（生徒）
○いじめを察知した段階で組織的（小委員会）に対応することができた。（生
徒）
〇本校いじめ防止基本方針を教職員、生徒、保護者へ周知し、いじめの防止等に
取り組んだ。（生徒）
●スマホや服装などの「我等の心得」の再確認。生徒同士による自治的な活動の
活性化。（１年）
〇夏休みに学童クラブや小学生の夏休み課題の手伝い、山形芋煮会、レモネード
スタンド等に、のべ１３０人の生徒がボランティアとして参加し、さまざまな地
域の方と交流し、多くを得ることができた。この経験を、自分の進路等に活かし
てほしいと考えている。(２年)

⑭生徒の「ウェルビーイング」の向上
のため、「生徒指導提要」を踏まえた
自己肯定感を高める指導をしていくと
ともに、生徒自身による自己管理能力
の養成及び教育相談の充実による生徒
の心身の健康保持に努める。

○「我等の心得」に則り本高生の誇りを大切にし自己肯定感を高め、目標達成に向け困難にも
前向きに取り組む強い意志を育てる。(生徒)
○様々な生徒に対し、養護教諭やＳＣと協力、連携しながら生徒指導を行う。(生徒)
○オープンキャンパスへの参加や進路研究などにより生徒のキャリアを育成し、将来どのよう
に社会に貢献したいか考えさせる。（１年）
○総合的な探究の時間や、あらゆる教育活動を通して、次代のリーダーに求められるグローバ
ルな視点とコミュニケーション能力を養う。（１年）
○他者に敬意を払う姿勢を涵養していく中で、お互いにウェルビーイングの向上のために、実
際に動く機会を大切にし、その体験を積み上げさせる。（２年）
○生徒一人一人の「ウエルビーイング」向上のため面接週間やホームルーム活動を活用し、生
徒理解と生活実態の把握に努め、意欲を持って充実した学校生活を送ることができるように指
導助言を行う。（３年）
○教育相談委員会や養護教諭、スクールカウンセラーと協力しながら、疾病を持つ生徒や学校
不適応・不登校の生徒に早期に対応し、心身の健康に関する問題の解決に努める。（３年）

・交通事故件数は現時点で16件。大きな事故にはなっていないが今後も0件を目
指す。（生徒）
・自転車ヘルメット推進校として山形駅での啓発活動や、警察と連携して啓発
動画作成など取り組むことができた（生徒）
・不登校傾向、配慮が必要な生徒との生徒間のトラブルに対して、担任、学
年、養護教諭、SC等連携しながら対応できた。（生徒）
・校内での活動、生徒会活動、台湾への研修旅行などを通じて、多様な他者と
のかかわりを通し、複数の視点をもちながら他者と関わる姿勢が涵養できた。
(２年)
・配慮が必要な生徒に関しては、年度当初や学年担任会、教科担当者会等で情
報を共有した。（３年）

Ｂ

〇保健室にこまめに足を運びながら生徒の情報共有を図った。（生徒）
●学校周辺での更なる交通マナーの向上。（生徒）
●自律的に行動することができる学年のリーダーの育成。（１年）
〇多くの方々のおかげで無事に台湾に研修旅行を実施することができた。仲間内
での結束も高まり、互いをリスペクトする姿勢が涵養できた。(２年)
○要支援生徒に対して保健課、教育相談委員会、ＳＣの手厚い協力を得て、卒業
を迎えることができた。各関係部署に感謝したい。（３年）

・自転車利用時のヘ
ルメット着用につい
て本校生徒の着用率
を上げていく。（生
徒）
・生徒会活動などを
利用し、学校周辺で
のよりよい交通マ
ナーの向上を図る。
（生徒）

・進路情報について早めにわ
かると、保護者の意識づけに
なり、保護者も能動的に情報
を集められる。特に第一子の
保護者は入試制度が複雑で不
安が強いため、低学年次（2年
生など）からの面談や情報提
供を早めに実施してほしい。
・教員志望の生徒が減少傾向
にある中、本校から多くの質
の高い教員を輩出できるよ
う、教育の魅力を伝える活動
を継続してほしい。
・大学のオープンキャンパス
への参加は重要だと感じてい
る。たとえ参加できなくと
も、オンライン等で参加し情
報を共有できた。

・登下校のマナーや部活動の
活躍は素晴らしい。
・ヘルメット動画もよかっ
た。
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⑮新型コロナウイルス等の感染拡大の
防止や熱中症防止対策への取組みや自
転車等の事故の未然防止、事故等発生
時における的確な対応など、安全教
育・安全管理の取り組みを推進する。

○定期的に安全点検を行い、事務室と連携し、危険個所を修繕する。(総務)
○朝のＳＨＲで健康観察を実施し、生徒の健康状態を把握して感染拡大を未然防止する。（保
健）
○熱中症防止対策として講習会や熱中症計の配布をする。(保健)
○校内外の点検等により学校事故の根絶、安全点検の徹底を図る。(保健)
○感染症や、事故の未然防止に努め、事故発生時における的確な対応など、安全教育を推進す
る。（１年）
○持ち物の自己管理、登下校の安全指導と自転車の運転マナーの指導を徹底する。（１年、３
年）
○感染症防止に向けた取り組みを徹底して、健康管理、維持・増進に努めさせる。（３年）

・定期的に安全点検を行い、危険個所の修繕については、速やかに技能員に確
認してもらい対応している。(総務）
・さくら連絡網による健康チェックの入力が少ないことから、今年度より健康
観察簿を導入した。（保健）
・熱中症対策として、AED講習会、各部へ熱中症計の配布、1年生対象の保健指
導、保健だよりの発行を行った。（保健）
・新型コロナ、インフルエンザＡ、Ｂの感染が広がり、学級閉鎖が多く出てし
まった。（１年）
・登下校中の自転車の事故が多数発生してしまった。（１年）
・マスクの着用等感染症防止を徹底させることができなかった。(３年)

Ｂ

●設備が古くなって根本的な改修が必要な部分が増えている。(総務)
〇健康観察簿の導入により、生徒の健康状態を把握することができた。（保健）
〇早期の熱中症対策の実施により、大きな学校事故を防ぐことができた。（保
健）
●手洗い・換気等といった基本的な感染予防行動の徹底・指導を充実させたい。
（保健）
●普段からの感染対策の徹底（１年）
●自転車のルールの徹底とヘルメットの着用の徹底（１年）
●「体調不良」の名のもとに安易に欠席する生徒が目立った。欠席に対する保護
者の意識（感覚）も変化してきている。（３年）

・健康観察簿への記
入を保健委員がおこ
なう等、実施方法の
検討をする。（保
健）
・学校に登校ししっ
かり授業を受ける意
識を持たせる。（３
年）

⑯校舎内外の清掃・美化を徹底すると
ともに、学習環境の整備を図る。

○事務室と連携を図りながら、校内諸施設・備品の整備・充実を図る。(総務)
○ゴミを持ち込まない・持ち帰る指導を徹底し、安全で清潔な環境づくりを進める。(保健)
○毎日の清掃指導と点検、清掃強調週間による徹底を図る。(保健)
○教室等の環境整備を徹底して、学習に集中できる清潔な環境づくりに努めさせる。（１年、
３年）

・事務室と連携を図り校内の施設・備品の整備を適宜行った。(総務）
・ゴミ捨て場でのごみの分別に、保健委員会が分別指導を行った。（保健）
・清掃強調週間におけるモップ交換、ワックスがけ等を実施した。（保健）
・担任団の指導により廊下や教室は、概ねきれいに保たれている。（１年）
・個々の荷物が多く、自己管理ができない生徒がいたため、教室・廊下の環境
整備が一部徹底できないところがあった。（３年）

Ｂ

〇ごみの分別は保健委員会の分別指導により、ある程度の成果があった。（保
健）
●各学年の協力を得て、教室や廊下の整理整頓を徹底する。（保健）
●自律的な行動にはなっていない。（１年）
〇年間通して教室内、廊下の整理整頓を呼び掛けた。一部徹底できない時期が
あったが概ね良好だった。

⑰積極的な情報発信と学校評価活動に
よる開かれた学校づくりに努める。

○オープンスクール・学校説明会における学校紹介を行い、入学希望者に対して適切な広報活
動を行う。（教務）
○南高ブログの管理を適切に行う。(総務)
○「さくら連絡網」の活用や学年通信の発行を通して生徒の学校生活と各種情報を提供し、保
護者との連携を密にする。（１年）
○学年通信を積極的に発行し、卒業生の声、生徒たちの声、進路の情報などを保護者に知って
もらい、学校に対する理解を深める。（２年）
○学年ＰＴＡ・保護者対象の講演会・学級懇談会を開催し、連携を強化する。（３年）
○「さくら連絡網」や学年通信の発行を通して生徒の学校生活と各種情報を提供し、保護者と
の連携を密にして共通理解を図る。（３年）
○理数科生徒の活動状況を「南高インスタ」によりタイムリーに伝えることで内外への情報発
信に努める。（理数科）

・オープンスクール、生徒・保護者対象の学校説明会、教員対象の学校説明会
を行った。（教務）
・南高ブログの更新は昨年度より回数が減ったが、管理を適切に行った。(総
務）
・１月末時点で学年通信を４５号発行し、さくら連絡網で配信することによ
り、学校での生徒の様子や各種情報を保護者と共有した。（１年）
・学年通信をはじめに、学校での活動を伝えるべく努力した。保護者の声につ
いても、学校評価アンケート、いじめアンケート、進路希望調査、また面談な
どを通じ、多く集め、学年運営等に反映させるように努めた。（２年）
・生徒の学校生活と各種情報を提供し、保護者との連携を密にするよう努めた
が学年通信は年10回発行にとどまった。（３年）
・「学校案内」の中に理数科情報をコンパクトにまとめたり、学校説明会（中
学生向け）では、理数科代表の生徒が本校を志望する中学生向けに直接ＰＲで
きた。２年生理数探究発表を代表１グループが行った。（理数）

Ｂ

〇本校のアピールの場を増やすとともに丁寧な説明等により、中学生やその保護
者、中学校教員の本校理解につなげることができた。（教務）
●今年度から公式のインスタでも情報を発信しており、南高ブログとの共存につ
いて検討が必要。（総務）
〇担任団がきめ細かな対応を努めていることが一定の効果をあげ、保護者の方々
も意見を言いやすい環境を作れている。今後も進路の相談を含め、ともに協力し
ながら進めていきたい。（２年）
○6月にＰＴＡ役員と学年担任団との懇親会を行い情報共有を図った。また学級
懇親会において保護者と担任との連携を深める貴重な時間であった。（３年）
〇南高理数科の特徴や魅力を発信できた。また、生徒の研究発表はわかりやすく
好評であった。（理数）
●行事のたびにタイムリーな情報発信ができなかった。（理数）

・写真掲載や通信の
発行もタイムリーに
行う。（理数）

そ
の
他

・中学校3年生の秋には私立へ
流れる層が確定するため、中
学2年生以下の段階で南高の魅
力を直接生徒に伝えるべきで
ある。
・SNSの継続：中学生のスマー
トフォンの所持率が高まり、
文化祭などの情報はインスタ
グラム経由が主流。今の時代
に合ったツールを継続して活
用してほしい。
・地域・OBとの連携：野球部
の活躍などは地域の大きな話
題になり、信頼に直結する。
・LINE等を活用したOB会やPTA
との組織的な繋がりを維持し
ておくことは、将来の周年事
業等においても大きな財産と
なる。
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